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（ 訪問、交通事故についての報告???、?， ? ?放鳥孟‾瑠払討野説
すこととの区別
物語テクストの内容報告 ． ? ? ? ? ? ? ． ． ‥ ?





























































































































































????﹈????????? ﹈?﹈? ?? ?? ???? ???﹇?﹇?﹇
・一度きりの出来事の報告；事象や対象、人物の説明
・手短な発表（10分以内）：見出し語一構想
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こから生じる理解しがたさ
3．参考資料
3．1．読み物リスト
このリストは、ギムナジウムの国語科に義務づけられているテクストの種類を記載
し、また、それを超えて、読書に相応しい作家や作品を挙げている。学習領域【文学、
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その他のメディアとテクスト】に用いられる任意の時間の少なくとも半分は、この読み
物リストに掲げられたテクストを用いる必要がある。
それ以外に、国語科の教育任務の範囲内で、授業のためにさらに別の作品を選ぶこと
ができるが、その際生徒たちは、適切な例に基づいて世界文学の作品にも出会うべきで
ある。
個々の作品は、それぞれ割り当てられた学年よりも後の学年で取り扱うことができ
る。
生徒たちは、各学年のレールブランの中に挙げられたテクストの種類の名称に加え
て、10学年の終わり（＊印は、上級段階の終わりまでを示す）には、テクストを説明す
る次のような基本概念を知り、それらを使用すべきである。：
物語作品：筋の展開、プロット、筋の核、他の筋を包み込む枠の筋、内の筋、オープンエ
ンド；一人称の語り手、三人称の語り手、著者による語り（＊）、人物による
語り（＊）、語りの視点／視点の転換：語り風の報告と場面描写、語り手の発
話（語り手のコメント）と登場人物の発話（体験話法と内的モノローグ）；直
接的および間接的な人物描写、登場人物の位置関係、語りの時と語られた
時。
戯　　曲：主題、筋；導入部、転回点、カタストロフィー；幕、場、景；心的葛藤、悲劇
喜劇；空間、時間；既成の出来事を現在化する報告（Botenbericht）、舞台では演
じることのできない出来事を現在化する手段（Mauerschau）；デイアローグ、モ
ノローグ；プロローグ、エピローグ、；分析的戯曲（＊）；閉じた形式と開かれ
た形式（＊）、戯曲劇と叙事劇（＊）、異化効果（＊）。
抒情詩　：詩節（連）、詩行、句またがり、アレクサンダー詩格の詩（＊）、5脚抑揚格
の　　　　　　　　　無線詩；観と線型；詩脚（弱強格、強弱格、強弱弱格）、揚音部、抑
音部、リ　　　　　　　　　　ズム；ソネット（＊）、民謡詩。
修辞手段／
登場人物：頭韻法、半韻、代応；比喩、直喩、隠喩、擬人化、象徴、寓意（＊）、対句
法、　　　漸層法、対照法、交差対句法；反語表現。
選択されたテクストは、原則的に、主題に従って、あるいは主題範囲のジャンルの観
点に従って組み合わされ、対比的に形成されるべきである。その際、内容一主題上の観
点に、文学分析の観点よりも重点が置かれるべきである。
第5・6学年
1．詩
ブレヒト、ブッシュ、クラウデイウス、アイヒェンドルフ、フォンターネ、ゲー
テ、バックス、フーヘル、ヤンドル、ヤノシュ、ケストナー、クリュス、メーリ
ケ、モルゲンシュテルン、ライニッヒ、リンゲルナッツ。
2．分量の多い物語
ピクセル：子ども向けの物語、F．フォースター：『ロビンソン死なないで』、グンナ
ルソン：『息子』、ハウフ：『隊商』、ライブ：『船の旗』、パニヨル：『プロバンスの
子ども時代』、
シュトルム：『人形つかいのポーレ』（第6学年）、トーマ：『悪童物語』。
3．青年文学
青年文学を選択する際には、テーマの時事性と意味、文学的質が決定的である。読書
基金の『教授と学習』における州教育機構による推薦図書と、ドイツ児童文学／青年文
学賞についての情報を参照。
世界文学の偉大な作品を青年に合わせて改編。
『ロビンソン・クルーソー』、『ガリバー旅行記』、『長靴下物語』。
ゲルシュテッカーの物語と小説、キップリング：『ジャングルブック』、ジャック・
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ロンドン：『狼の血』、『荒野の呼び声』、『ェルジノーレの反乱』、マーク・トゥエイ
ン：『トムソーヤとバックルベリ・フィン』、『王子と乞食』、コッローデイ：『ピノキ
オの冒険』。
4．民話
グリム兄弟、他の民族の民話。
5．伝説
郷土の伝説（ギリシャの伝説、ローマの伝説、ゲルマンの伝説）。
6．聖人伝
7．寓話
8．笑話
『オイレンシュピーゲル物語』、『シルダ村住人の物語』、『ミュンヒハウゼン物語』、
ヘーベルの笑話。
9．戯曲の対話
10．報告文と説明文
第7・8学年
1．詩とバラード
ブレヒト、ブレンターノ、ドロステーヒュルスホフ、アイヒェンドルフ、フォンタ
ーネ、ゲーテ、ハイネ、フーヘル、カシュニッツ、ケストナー、ケラー、クロー
ロ、C．F．マイヤー、メーリケ、リルケ、シラー、シュトルム、トラークル、トウホ
ルスキー、ウーラント。
2．物語／短編小説
ブレヒト：『アウグスブルクの白墨の輪』（第8学年）、エーブナ一一エッシェンバッ
ハ：『クラムバンブリ』、ケラー：『馬子にも衣装』（第8学年）、S．レンツ『愚弄の狩
人』、C．F．マイヤー：『説教壇の銃声』（第8学年）、『護符』（第8学年）、ラーベ：
『黒い船』、シュヌレ：『お父さんのひげがまだ赤かったとき』、シールスフィールド
：『ジヤシントーの草原』、シュトルム：『ハンス・キルヒとハインツキルヒ』、ヴァ
ッサーマン：『カクザマルカの金』、ツヴァイク：『魔神との戦い』、『黄金郷の発
見』。
3．青年文学
青年文学を選択する際には、テーマの時事性と意味、文学的質が決定的である。読書
基金の『教授と学習』における州教育機構による推薦図書と、ドイツ児童文学／青年文
学賞についての情報を参照。
世界文学と古典的青年文学の偉大な作品を青年に合わせて改編。
セルバンテス：『ドン・キホーテ』、ディケンズ：『オリヴァー・トウイスト』、J・ロ
ンドン：『金の呼び声』、メルヴィル：『モーピー・ディック（白鯨）』、ステイーヴン
ソン：『宝島』、B．トラヴァン：『シエラ・マドレ山の宝』、ジュール・ヴェルヌの作
ロ
ロロ0
4．ショートストーリー
5．暦物語（第8学年）
6．逸話（第8学年）
7．説話
ニーベルンゲン資料、トロイとオデュッセウスの伝説。
8．戯曲と放送劇
厚い戯曲郎テクスト（弟7学年）；
ファウスト博士の人形劇、ハンス・ザックス：『天国へゆく遍歴学生』、『煉獄の農
民』、チェーホフ：『熊』、『結婚』、カール・ヴァレンタイン：『舞台場面』、ワイル
ダー：『3分劇』。
戯曲（弟∂学年JJ
v．ギュンター：『白墨の輪』、ゴルド一二：『うそつき』、『一度に二人の主人に仕える
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こと』、モリエール：『気で病む男』、『スカバンの悪だくみ』、ネストロイ：『学校の
いたずら小僧』、シラー：『ウィリアム・テル』、ワイルダー：『わが町』、
厳選劇；
バックス：『サンスーシーの粉屋』、ホーエルシェルマン：『エスペランザ号』、カシ
ュニッツ：『黒い男に怯える者』（第8学年）。
9．情報を与えるテクスト、論証的テクスト、訴えかけるテクスト
第9・10学年
1．詩とバラード
バッハマン、ベン、ピーアマン、ブレヒト、ツェラン、ドーミン、アイヒ、アイヒ
ェンドルフ、エンツェンスベルガー、フリード、ゲーテ、グラス、グリューフイウ
ス、ハイネ、ヘッセ、G．ハイム、ホーフマンスタール、カシュニッツ、R．クンツ
ェ、K．マルティ、メーリケ、リルケ、N．ザックス、シラー、シラー、トラークル、
ヴァルター・フォン・デア・フォーゲルヴァイデ。
2．物厨／虚盾小成／長鮮小成
2．1．18世系己から19世紀
ブレーカー：『トーゲンブルクの貧しい男』、ドロステーヒュルスホフ：『ユダヤ人の
ブナ』、アイヒェンドルフ：『のらくら者の生活から』（第10学年）、『デュランデ
城』、フォンターネ：『ある少女の一生』、（第10学年）、『ナシの木の下で』、ゴット
へルフ：『黒い蜘妹』、E．T．A．ホフマン：『スキュウデリー嬢』、ケラー：『律儀な三
人の櫛職人』、『村のロメオとユリア』（第10学年）、クライスト：『聖ドミンゴの婚
約』、＼マイヤー：『僧の婚礼』（第10学年）、シラー：『失われた栄誉の犯罪者』、シュ
ティフサー：『アブディアス』、『石さまざま』、シュトルム：『白馬の騎者』。
2．2．20世紀
アンデルシュ：『ザンジバルあるいは最後の理由』、アンドレス：『我々はユートピア
だ』、ベッカー：『うそつきヤコブ』（第10学年）、ベル：『アダム、おまえはどこにい
た？』（第10学年）、『若かったころのパン』（第10学年）、『カタリーナの失われた名
誉』（第10学年）、ドレヴィッツ：『昨日は今日』（第10学年）、デュレンマット：『裁
判官と死刑執行人』、『約束』、フアラダ：『当時私たちの故郷で』、アンネ・フランク
：『アンネの日記』、L．フランク：『盗賊団』、フユーマン：『ユダヤ人の車』、バック
ル：『シドニーを去る』（第10学年）、バーリヒ：『自分勝手な者には痛みを』、ヘッセ
：『車輪の下』、『クヌルプ』（第10学年）、ホルヴァート：『神なき若者』（第10学
年）、ユンガー：『アフリカの遊技』（第10学年）、ケムボヴスキー：『完全無欠と
狼』、R．クンツェ：『すばらしき年月』、S．レンツ：『パンとゲーム』、『灯船』、ロエ
スト：『なるようにしかならない』、トーマス・マン：『マーリオと魔術師』（第10学
年）、レマルク：『西部戦線異状なし』（第10学年）、R．シュナイダー：『カール五世
の前のラス・カーサス』、ズースキント：『ゾンマー氏の物語』、『鳩』（第10学年）、
トラー：『ドイツの青春』（第10学年）、ヴイムシュナイダー：『秋のミルク』、ツツク
マイアー：『謝肉祭の告悔』、ツヴァイク：『チェスのはなし』。
2．3．ドイツ文学以外の翻訳物語
アイトマートフ：『ジャミーリャ』、アマード：『浜辺の紳士』、バルザック：『シャベ
ルト大佐』（第10学年）、コンラッド：『台風』、ゴーゴリ：『外套』、ハムスン：『飢
え』、プリーモ・レーヴィ：『これが人間である以上（アウシュビッツは終わらな
い）』、マルケス：『予告された殺人の記録』（第10学年）、メルヴイル：『水夫ビリー
・バッド』、プーシキン：『ベールキン物語』（特に、「郵便局長」）、ラモス：『つま
しい生活』、ソルジュニーツイン：『イワン・デニーソヴィチの一日』（第10学年）。
2．4．ショートストーリー
2．5．たとえ話
3．風刺／パロディ
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4．戯曲と放送劇
ボルヒェルト：『戸の外』、ブレヒト：『第三帝国の恐怖と貧困』、『コーカサスの白墨
の輪』、『肝っ玉お母と子どもたち』、デュレンマット：『貴婦人故郷に帰る』（第10学
年）、フリッシュ：『アンドーラ』、『ピーダーマンと放火者』・ゲーテ：『ゲッツ・フ
ォン・ベルリヒンゲン』、ハウプトマン：『ビーバーの毛皮』、『織工たち』、ホッホヴ
ェルダー：『告発者』、ホーフマンスタール：『イェーダーマン』、コッツェブー：『ド
イツのいなか市民』、レッシング：『ミンナ・フォン・バルンヘルム』、ローズ：『十
二人の陪審員』、シラー：『メリー・スチュアート』、ツツクマイアー：『ケペニック
の大尉』、『悪魔の将軍』（第川学年）、アールセン：『ピレモンとバウキス』、アンデ
ルシュ：『ひき逃げ』、デュレンマット：『ヴェガ号の遠征』（第10学年）、アイヒ：
『ヴィテルポの娘たち』、『夢』（第10学年）、クローゼ：『アビトゥア試験』、S・レン
ッ：『世界で一番素敵な祭り』（第10学年）、ヴァイラオホ‥『日本人漁師』、ヴィッケ
ルト：『学級作文』。
5．情報を与えるテクスト、論証的テクスト、訴えかけるテクスト
第1卜12・13学年
それぞれの世紀を取り扱う際には、その時代じだいの詩や理論的テクストについても
話し合いがもたれる必要がある。
1．中世
特にヴァルター・フォン・デア・フォーゲルヴァイデの中世恋愛抒情詩と格言詩、
『ニーベルンゲンの歌』、バルトマン・フォン・アウェ：『グレゴリウス』、『哀れな
パインリヒ』、W．V．エッシェンバッハ：『パルツイヴァル』・G・V・シュトラースブル
ク：『トリスタンとイゾルデ』、ヴェルンヘア・デア・ガルテンアエレ：『マイアー・
ヘルムブレヒト』。
2．バロック時代
抒情詩；
ァンゲルス・シレジウス、フレーミング、ゲールバルト、グリューフイウス、ギュ
ンタ一、ホーフマンスヴァルダウ、ローガウ。
物語文学；
グリンメルスバウゼン：『ジンプリツイシムスの冒険』。バロック説教0
3．啓蒙主義時代／シュトウルム・ウント・ドラング
抒情詩；
プロツケス、ビュルガ一、クラウディウス、ゲーテ、ヘルティ、クロップシュトッ
ク、シューバルト。
物語文学；
ゲラート：『寓話と物語』、レッシング：『寓話』、ヴィーラント：『ムザーリオン』、
『アブデラの人々』（発展コース）、ゲーテ：『若きヴェルテルの悩み』、K・Ph・モ‾
リッツ：『アントン・ライザー』。
戯曲文学；
レッシング：『ミンナ・フォン・バルンヘルム』、『ェミーリア・ガロッテイ』、『賢者
ナータン』、シラー：『群盗』、『たくらみと恋』、レンツ：『家庭教師』、『軍人た
ち』。
4．古典主義／ロマン主義
抒情蒔；
ブレンターノ、アイヒェンドルフ、ゲーテ、ヘルダーリン、ノヴァーリス、シラ
0
物語文学
ゲーテ：『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』（発展コース）、『親和力』（発展コ
ース）、短編小説、シラー：『見霊者』、ジャン・パウル：『マリーア・ヴーツの生
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涯』、ヘルダーリン：『ヒュペーリオン』（抜粋）、ノヴァーリス：『パインリヒ・フォ
ン・オフターデインゲン』（発展コース）、ヴァッケンローダー：『芸術を愛する一修
道僧の告白』（抜粋）、ティーク：『金髪のエツクベルト』、E．T．A．ホフマン：『黄金
の壷』、『砂男』、『ラート・クレシュベル』、『牡猫ムルの人生観』、クライスト：『ミ
ヒヤエル・コールハース』、『チリの地震』、『0侯爵婦人』、ブレンターノ：『健気な
カスペルルと美しいアンネルルの物語』シャミッソー：『影をなくした男』、アイヒ
ェンドルフ：『大理石像』、『のらくろ者の生活から』、ボナヴェントゥーラ：『夜警』
（抜粋）。
戯曲文学；
ゲーテ：『ファウスト』、『ェグモント』、『タウリス島のイフイゲーニエ』、『トルク
ワト・タッソー』、シラー：『ドン・カルロス』、『ヴァレンシュタイン』、クライスト
：『こわれがめ』、『アンフイトリオン』、『ホンブルクの公子』。
5．19世紀
抒情詩；
ドロステ・ヒュルスホフ、フォンターネ、へツベル、ハイネ、ケラー、C．F．マイヤ
ー、メーリケ、シュトルム。
物語文学；
グリルパルツアー：『哀れな辻楽士』、ハイネ：『旅の絵』、『ドイツ・冬物語』、メー
リケ：『画家ノルテン』（発展コース）、『プラハへの旅路のモーツァルト』、シュティ
フター：『私の曽祖父の書類入れ』、『晩夏』（発展コース）、ビューヒナー：『レン
ツ』、ケラー：『緑のパインリヒ』（発展コース）、『チュー1リヒ小説集』、フォンター
ネ：『シャツハ・フォン・ヴーテノー』、『迷いともつれ』、『イェニイ・トライベル夫
人』、『エフイ・プリースト』、『シュテヒリーン』（発展コース）、C．F．マイヤー：
『ユルク・イェーナチュ』、『聖者』、『ペスカラの誘惑』、ラーベ：『飢餓牧師』、『フ
ィッシュ姫』、『パン屋の水車』、ホルツ／シュラーフ：『パパ・ハムレット』、ハウプ
トマン：『踏切警手ティール』。
戯曲文学；
グリルパルツアー：『オットカール王の栄華と最期』、『海の波、恋の波』、ライムン
ト：『アルプス王と人間嫌い』、ネストロイ：『悪霊ルムバツイバガブンドゥス』、『護
符』、『田舎者の自由』、ビューヒナー：『ダントンの死』、『ヴォイツェク』、『レオン
スとレーナ』、へツベル：『マリーア・マグデレーナ』、『アグネス・ベルナウアー』、
ホルツ／シュラーフ：『ゼーリッケ一家』、ハウプトマン：『日の出前』、『運送屋へン
シェル』、『ローゼ・ベルント』、『ミヒヤエル・クラーマー』、『ネズミ』。
6．20世紀
抒情詩；
R．アウスレンダー、バッハマン、ベン、ボブロフスキー、ブレヒト、ツェーラム、
H．ドーミン、アイヒ、エンツェンスベルガー、ゲオルゲ、ゴムリンガ一、ハイセン
ビュッテル、ハイム、フアン・ホッデイス、ホーフマンスタール、フーヘル、ヤン
ドウル、カシュニッツ、S．キルシュ、U．クレッヒェル、クローロ、クーネルト、ラ
スカーーシューラー、モン、リルケ、リュームコルフ、N．ザックス、シュタードラ
ー、トラークル。
物帝文学；
アンデルシュ：『殺人者の父』、バッハマン：『フランツアの場合』、J．ベッカー：『眠
れない日々』、『ブロンシュタインの子どもたち』、M．バイク：『未婚』、ベルゲング
ルーエン：『独裁者と裁判官』、ベルンバルト：『原因』、『地下室』、ピーラー：『少
女戦争』、ボブロフスキー：『レヴインの水車』、ベル：『九時半の玉突き』、『道化師
の告白』、『周到な包囲態勢』、V．ブラウン：『未完の物語』、ド・ブルーイン：『辺境
の研究』、『新しき栄光』、カネッティ：『救われた舌』（発展コース）、デーブリーン
：『ベルリン・アレクサンダー広場』、ドレヴィッツ：『拘禁』、フリッシュ：『シュテ
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イラー』、『ホモ・ファーベル』、G．フックス：『ある男の生涯』、G．ガイザー：『卒業
ダンスパーティ』、ゲース：『不安な夜』、0．M．グラーフ：『アントン・ジッテインガ
ー』、『骨の折れる商売』、グラス：『ブリキの太鼓』、『ネコとネズミ』、『テルグトの
出会い』（発展コース）、バックル：『オーロラのいわれ』、ヘルトリング：『フーベル
トあるいはカサブランカへの帰還』、『しつこい愛』、『ヘルダーリン』、『ヴァイブリ
ンガーの眼』、『フエリックス・グットマン』、ハントケ：『ゴールキーパーの不安』、
『望みなき不幸』、ハウスホーファー：『壁』、Ch．パイン：『竜の血』、『ホルンス・
エンデ』、『タンゴダンサー』、ヘッセ：『デーミアン』、『シッタルタ』、『荒野の
狼』、St．ハイム：『ダーフィット・べリヒト王』、『六月の五日間』、『黒い山』、ホー
フマンスタール：『騎士物語』、ヨーンゾン：『ヤーコプについての推測』（発展コー
ス）、『三冊目のアヒム伝』（発展コース）、『イングリト・バーベンダーエルデ』、カ
フカ：『審判』、『城』（発展コース）、物語、H．カント：『大講堂』、ケストナー：『フ
ァービアン』、ケウン：『絹の少女』、キルシュ／モルグナー／ヴオルフ：『性転換』、
ケ一二ヒスドルフ：『無遠慮な交際』、ケッペン：『草のなかの鳩』、『青春』、G．V．ル
・フォール：『断頭台の最後の女』、『天国の門』、S．レンツ：『国語の時間』、『模
範』、『終戦』、ロエスト：『諸国民戦争記念碑』、H．マン：『ウンラート教授』、『臣
下』、Th．マン：『プッデンブローク家の人々』、『トニオ・クレーゲル』、『トリスタ
ン』、『ベニスに死す』、『魔の山』（発展コース）、『ファウストウス博士』（発展コー
ス）、『詐欺師フェーリクス・クルルの告白』、M．マーロン：『飛び散る灰』、『言葉に
出さぬ六行』、Ch．メッケル：『隠し絵』、ムージル：『将校生徒テルレスの惑い』、
『三人の女』、ナドルニイ：『遅鈍の発見』、プレンツドルフ：『若きWのあらたな悩
み』、レーマン：『説教壇上の男』、リルケ：『マルテの手記』（発展コース）、ロート
：『ヨブ』、『ラデッキー行進曲』、『カプチン派の納骨堂』、『ニセのおもり』、シェー
ドリヒ：『試された近さ』、『タールホーファー』、R．シュナイダー：『タークアンロ
ーク』、シュニッツラー：『グストル少尉』、ゼーガース：『聖バルバラの漁夫の蜂
起』、『第七の十字架』、『死んだ少女たちの遠足』、『通過』、B．シュトラウス：『献
身』、シュトリットマター：『オーレ・ピーンコップ』、M．ヴァルザー：『逃げる
馬』、『水泳場』、R．ヴァルザー：『助手』、『ヤーコブ・フォン・グンテン』、E．ヴァ
イス：『目撃者』、ヴァイス：『両親との訣別』、Ch．ヴォルフ：『引き裂かれた空』、
『クリスタ・Tの追想』（発展コース）、『テイル・オイレンシュピーゲル』、『カサン
ドラ』（発展コース）、A．ツヴァイク：『グリーシャ軍曹をめぐる争い』。
戯曲文学；
ブレヒト：『セチュアンの善人』、『ガリレイの生涯』、『第二次世界大戦のシュヴァイ
ク』、デュレンマット：『物理学者』、『ロムルス大帝』、フリッシュ：『支那の長
城』、『ドン・フアンまたは幾何学への愛』、『伝記・一つのゲーム』、グラス：『賎民
の暴動稽古』、ハントケ：『カスバル』、Ch．パイン：『円卓の騎士』、ヒルデスハイマ
ー：『マリー・スチュアート』、ホーフマンスタール：『困難』、ホルヴァート：『イタ
リアの夜』、『ウィーンの森の物語』、『若い頃のこと』、カイザー：『カレーの市民』
（発展コース）、キップバルト：『J・ローベルト・オッペンハイマーに関して』、シ
ュテルンハイム：『パンティー』、『ブルジョア・シッベル』、B．シュトラウス：『別
れの三部作』、ヴェーデキント：『春のめ’ざめ』、ヴァイス：『サド侯爵の指揮下にシ
ャラントン精神病院の演劇グループによって演じられたジャン・ボール・マラーの
迫害と暗殺』、『追求』。
7．ドイツ文学以外の文学
上級段階の文学リストは、ドイツ文学以外の文学作品を含んでいないが、ドイツ文学
およびドイツ精神史に影響を与え、なおかつ（あるいは）歴史的観点ないしは主題的観
点からドイツ文学と比較されるような世界文学作品を授業の中に組み入れることが勧め
られる。
そのためには、以下の作家が特にふさわしい。
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ホメーロス、ソボクレース、セルバンテス、カルデロン、シェークスピア、モリエ
ール、スタンダール、バルザック、フローベル、ゾラ、スウイフト、ディケンズ、
ツルゲーネフ、プーシキン、ドストエフスキー、トルストイ、チェーホフ、イプセ
ン、ストリンドベルイ、マンゾ一二、サルトル、カミュ、イヨネスコ、アヌィ、ベ
ケット、オニール、ワイルダー、ヘミングウェイ、サリンジャー、パステルナー
ク、マルケス。
他の作品は、主題の時事性と意味に応じて、文学的な質を考慮しながら選択されるべ
きである。その際、外国語科の教師との申し合わせが意味深い。
3．2．教科交差的テーマ一覧
第5学年　テーマ1：互いに生括し一互いに祝い合う（＊）
テーマ2：自然に対する責任（＊）
テーマ3：テクスト、音楽、絵画・写真の中の主題の形成（＊）
テーマ4：地域の発見（＊）
テーマ5：新しい場所でのオリエンテーション（＊）
第6学年　テーマ1：理解と生き生きとした連帯感（＊）
テーマ2：対称
テーマ3：音楽と動き
テーマ4：自由時間の形成（＊）
テーマ5：越冬と鳥の渡り
第7学年　　テーマ1：近隣地域とヨーロッパにおけるローマ人の足跡
テーマ2：薬物による健康の危機（＊）
テーマ3：ギリシャ世界の旅行と旅行経験（＊）
テーマ4：情報を集め、活用し、次の人に渡す（＊）
テーマ5：譲歩することと、自分を押し通すこと（＊）
第8学年　　テーマ1：イスラムの世界
テーマ2：生態系としての森
テーマ3：振動から響きへ
テーマ4：北アメリカの開拓
テーマ5：オペラと劇（＊）
第9学年　　テーマ1：カルミナ・ブラーナ（ラテン語とドイツ語で書かれた中世の
放浪詩人たちの詩集）
テーマ2：青年文化（＊）
テーマ3：自然科学、工業技術と社会的変化
テーマ4：見ることと具象的な表出
テーマ5：ミュージカル
第10学年　　テーマ1：ドイツの中のユダヤ人（＊）
テーマ2：家庭教育と性教育（＊）
テーマ3：ダイナミックな事象のシミュレーション
テーマ4：一つの世界における生活と分け合い（＊）
テーマ5：新聞（＊）
第11学年　　テーマ1：変化するヨーロッパ（＊）
テーマ2：大気の保護
テーマ3：倫理的行為の基礎づけ（＊）
テーマ4：フランス革命期の文化とプロパガンダ（＊）
テーマ5：人権一理念と実現
第12・13学年　設定なし
表中の（＊）は、国語科の参加を意味する（訳者）。
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